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さ
る
9
月
2

－

3
日
、
京
都
国
際
会

館
で
、
第
9
回
ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会

議（
A
L
M
C
）が
開
か
れ
た
。
折
し
も

イ
ン
ド
で
は
、
こ
の
会
期
中
に
分
離
独
立

す
る
全
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
協

調
の
う
ち
に
1
0
0
万
人
規
模
の
ゼ
ネ

ス
ト
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
会
議
で
は
こ

う
し
た
闘
争
へ
の
支
持
を
表
明
し
つ
つ
、

各
国
地
域
の
多
様
な
運
動
知
見
を
共
有
。

そ
し
て
議
題「
直
面
す
る
課
題
」
の
も 

と
、「
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」を

中
心
に
熱
心
な
討
論
が
展
開
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

　

筆
者
も
報
告
者
の
ひ
と
り
と
し
て
、
じ

つ
に
久
し
ぶ
り
に
会
議
参
加
の
機
会
を

得
た
。
会
議
で
は
、
ア
ジ
ア
代
表
の
少
な

か
ら
ぬ
面
々
が
か
つ
て
協
力
し
合
っ
た

仲
間
た
ち
で
、
い
ま
だ
現
役
で
あ
る
こ
と

に
驚
き
と
喜
び
と
を
禁
じ
え
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
会
議
も
回
を
重
ね
、
聞
け
ば
今
回

の
第
9
回
を
も
っ
て
金
属
と
し
て
の
連

絡
会
議
は
終
焉
す
る
と
い
う
。
い
わ
ば
発

展
的
解
消
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

今
や
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
時
代
、
金

属
を
含
む
製
造
業
労
組
の
集
う
場
と
し

て
新
た
な
形
で
の
出
発
が
検
討
さ
れ
る

と
知
っ
た
。

　

会
議
報
告
は
、
い
ず
れ
し
か
る
べ
く
発

表
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、本
稿
で
は
、

各
国
金
属
労
組
が
重
視
し
て
き
た
こ
の

会
議
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発
展
し
て

き
た
の
か
、
そ
の
発
端
と
な
っ
た
I
M
F

東
南
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
訓
練
講

座（
I
M
F

－

S
A
L
T
P
）の
頃
を
柱

に
、
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）
と
も
い
う
べ
き

ア
ジ
ア
連
帯
の
も
う
一
つ
の
流
れ
を
書

き
起
こ
し
て
み
た
い
。

時
代
背
景
と

多
国
籍
企
業
対
策

　

し
か
し
、そ
れ
に
は
さ
ら
に
淵
源
が
あ
っ

て
、
第
1
回
I
M
F
ア
ジ
ア
地
域
会
議

（
1
9
6
7
年
、
東
京
）
に
ま
で
遡
る
こ

と
を
お
さ
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ

の
会
議
は
I
M
F

－

J
C
が
1
9
6
4

年
結
成
後
初
め
て
受
け
入
れ
た
地
域
会

議
で
、「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
労
働
組
合
基

本
権
」を
テ
ー
マ
に
論
議
し
、
そ
の
後
の

I
M
F
ア
ジ
ア
地
域
活
動
の
基
盤
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
テ
ー
マ
だ
が
、
ポ
イ
ン

ト
の
一
つ
は
、
背
景
と
し
て
の
1
9
7
0

年
代
の
状
況
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
日
系

企
業
の
海
外
事
業
所
で
、
労
使
紛
争
が
頻

発
し
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
組

合
組
織
化
を
め
ぐ
る
問
題
が
多
か
っ
た
。

必
然
的
に
、
現
地
労
組
か
ら
東
京
の
国
際

金
属
労
連（
I
M
F
）
東
ア
ジ
ア
地
域
事

務
所
を
通
じ
、
あ
る
い
は
直
接
I
M
F

ア
ジ
ア
の
金
属
連
帯
、

も
う
一
つ
の
流
れ

－

J
C（
現
金
属
労
協
、J
C
M
）に
、
支

援
要
請
が
届
き
始
め
た
。
I
M
F

－

J
C

は
翼
下
の
当
該
単
産
と
と
も
に
、
親
企
業

へ
の
働
き
か
け
を
強
め
、
平
和
的
解
決
を

は
か
る
な
ど
、
物
心
両
面
の
連
帯
行
動
を

と
っ
て
対
応
し
た
。

　

と
き
に
は
、
他
産
業
の
海
外
労
組
か
ら

も
支
援
要
請
が
来
て
、
効
果
的
な
対
応

が
求
め
ら
れ
た
。
I
M
F

－

J
C
は
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
り
、
当
時
分
立
し

て
い
た
各
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
翼
下

の
民
間
単
産
に
呼
び
か
け
て
、
1
9
7
4

年
、
多
国
籍
企
業
問
題
対
策
労
組
会
議

金
属
労
協（
J
C
M
）顧
問   

小
島
正
剛
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アジアの金属連帯、もう一つの流れ

化
に
際
し
て
は
、
日
本
企
業
は
、
中
立
を

保
っ
て
妨
害
し
な
い
」と
の
合
意
を
成
立

さ
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
、
と

き
に
ミ
ク
ロ
の
企
業
レ
ベ
ル
で
は
、
必
ず

し
も
そ
れ
が
遵
守
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

発
生
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

I
M
F

−

J
C
、

独
自
の
対
応
も

　

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
I
M
F

－

J
C
は
、
日
系
企
業
や
ア
ジ
ア
N

 

I
 
E
 

S（
韓
国
・
台
湾
・
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
）
系
企
業
の
労

使
紛
争
が
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
A
S
E
A
N
5
カ 

国
、
当
時
）
に
相

対
的
に
多
発
し
て

い
る
状
況
を
把
握

し
て
い
た
。
そ
う

し
た
中
、
ア
ジ
ア

の
金
属
労
組
か
ら

は
紛
争
解
決
の
ほ

か
、「
組
織
強
化
」

へ
の
協
力
要
請
も

強
く
な
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。
ア

ジ
ア
を
代
表
す
る

I
M
F
執
行
委
員

を
出
し
て
い
る
立

場
か
ら
も
、I
M
F

－

J
C
は
こ
う
し

（
T
C
M
）
を
発
足
さ
せ
た
。
い
わ
ゆ
る

J
C
方
式
を
生
か
し
た
の
だ
。
こ
れ
を

契
機
に
、
経
営
６
団
体
も
日
本
在
外
企
業

協
会（
J
O
E
A)

を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ

ら
を
ベ
ー
ス
に
T
C
M
の
呼
び
か
け
で
、

1
9
7
5
年
、
政
労
使
三
者
構
成
の
多
国

籍
企
業
問
題
対
策
会
議
が
発
足
し
た
の

で
あ
っ
た
。
情
報
の
共
有
化
と
討
議
が
進

展
し
た
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
J
O
E
A

は
、
経
営
側
と
し
て
の「
企
業
行
動
指
針
」

を
策
定
し
た
。
三
者
会
議
で
着
目
す
べ
き

成
果
の
一
つ
は
、「
海
外
事
業
所
の
組
織

た
各
国
労
組
の
要
請
に
積
極
的
に
応
え

る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
す
で
に
、
I
M
F
は
継
続
的

に
国
別
の
教
育
講
座
を
推
進
し
て
い
た

か
ら
、
こ
こ
は
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国
際
講

座
の
方
式
が
好
ま
し
い
と
の
結
論
を
得

た
。
I
M
F

－

J
C
は
、
I
M
F
東
ア
ジ

ア
地
域
事
務
所
を
軸
に
I
M
F
本
部
と

の
協
議
を
進
め
、
民
主
的
地
域
統
合
を

求
め
る「
地
域
統
合
に
関
す
る
I
M
F
決

議
」を
ベ
ー
ス
に
、「
I
M
F
東
南
ア
ジ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
訓
練
講
座（
I
M
F

－

S
A
L
T
P
）」を
発
足
さ
せ
る
決
定
が

な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
1
9
7
5
年
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
施
に
は
、
I
M
F

東
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
と
の
連
携
の
も

と
、
I
M
F

－

J
C
が
、
物
心
両
面
に
わ

た
る
貢
献
を
果
た
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ

な
く
し
て
は
実
現
は
不
可
能
だ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
こ
の

協
力
は
継
続
さ
れ
て
き
た
。

「
教
育
」
か
ら「
学
習
」へ

　

第
1
回
の
訓
練
講
座
は
1
9
7
6
年
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
当
初
参

加
国
は
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
金
属
労
組
か
ら
30
名

が
参
集
し
た
。
3
週
間
に
わ
た
る
講
座
で

の
研
修
科
目
は
、「
労
働
関
係
法
の
比
較

検
討
」や
、「
多
国
籍
企
業
問
題
対
策
」に

集
中
し
た
。「
I
M
F
の
歴
史
と
連
帯
活

動
に
つ
い
て
」の
研
修
が
含
ま
れ
た
の
は

当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
後
、
労
働
組

合
基
本
権
、
未
組
織
の
組
織
化
、
労
使
の

情
報
共
有
と
協
議
、
団
体
交
渉
戦
術
、
安

全
衛
生
、
輸
出
自
由
加
工
区（
E
P
Z
）、

マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
問
題
な
ど
、

折
に
触
れ
選
定
さ
れ
、
会
場
も
A

 

S

 
E
 

A
N
諸
国
を
巡
回
し
た
。
回
を
重
ね
る

に
従
い
、
講
座
に
お
け
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

型
の「
教
育
」は
自
主
性
を
重
ん
じ
る「
学

習
」へ
と
質
的
転
換
が
な
さ
れ
、
ク
ラ
ス

の
運
営
に
も
自
主
性
が
増
し
て
い
っ
た
。

　

I
M
F

－

J
C
も
必
要
に
応
じ
本
部

ス
タ
ッ
フ
を
現
地
に
派
遣
し
て
、
受
講
生

や
開
催
地
の
労
組
と
の
交
流
を
深
め
つ

つ
、
講
座
の
成
功
に
寄
与
し
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
金
属
労
組
の
中
堅
幹
部

間
の
国
境
を
超
え
る
人
的
繋
が
り
は
深

ま
り
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

I
M
F
に
と
っ
て
も
I
M
F

－

J
C
に

と
っ
て
も
、
も
う
一
つ
の
貴
重
な
連
帯
の

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

思
い
起
こ
す

「
現
代
の
マ
ビ
ニ
」

　

数
多
く
参
加
し
た
受
講
生
の
こ
と
を

思
い
起
こ
す
と
き
、
す
ぐ
に
浮
か
ぶ
の
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
エ
ル
ネ
ス
ト
・
エ
レ
ラ

さ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
は
、
後
に

「
現
代
の
マ
ビ
ニ
」と
も
称
さ
れ
た
。
マ

ビ
ニ
と
は
、
19
世
紀
末
、
共
和
国
憲
法
の

枠
組
み
を
起
草
し
た
人
物
で
、
国
民
的
英

雄
と
し
て
敬
愛
さ
れ
て
い
る
。
幼
少
時
、
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アジアの金属連帯、もう一つの流れ

ポ
リ
オ
を
患
っ
た
の
だ
が
、
不
遇
を
克
服

し
、
国
の
民
主
化
の
た
め
生
涯
を
捧
げ
た

の
で
あ
っ
た
。
エ
レ
ラ
さ
ん
も
幼
少
時
に

ポ
リ
オ
を
得
て
両
腕
の
松
葉
杖
が
不
可
欠

と
な
っ
た
。
長
じ
て
セ
ブ
島
に
拠
点
を
持

つ
合
同
労
組（
A
L
U
）で
キ
ト
・
メ
ン
ド
ー

サ
委
員
長
の
薫
陶
を
受
け
、
後
に
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
T
U
C
P
議
長
な
ど
要

職
を
務
め
、
1
9
8
5
年
に
は
ア
ジ
ア
か

ら
初
め
て
の
米
A
F
L
・
C
I
O
ジ
ョ
ー

ジ
・
ミ
ー
ニ
ー
人
権
賞
を
受
賞
し
た
の
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
折
、
I
M
F
訓
練
講
座

が
組
合
人
生
の
も
う
一
つ
の
転
機
に
な
っ

た
と
述
懐
し
て
い
た
の
が
印
象
深
い
。
労

働
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
も
称
え
ら
れ
た
か

れ
は
惜
し
ま
れ
つ
つ
、
昨
年
73
歳
の
生
涯

を
閉
じ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
数
百
人
に
の
ぼ
る
卒
業
生
た

ち
の
活
躍
ぶ
り
を
記
す
に
は
、
紙
幅
が
足

り
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
、
当
初
か
ら

訓
練
講
座
の
実
施
に
絶
大
の
協
力
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
幹
部
た
ち
の
名
を
落
と
す
わ

け
に
は
行
く
ま
い
。
彼
ら
な
し
に
は
、
訓

練
講
座
の
成
功
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
例

え
ば
、
G
・
ラ
ジ
ャ
セ
カ
ラ
ン（
マ
レ
ー
シ

ア
）、
ピ
ー
タ
ー
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
お
よ
び

フ
ェ
イ
・
ユ
ー
・
コ
ッ
ク（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）、

セ
シ
リ
オ
・
T
・
セ
ノ（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）、フ
ァ

ウ
ジ
ー
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、

プ
リ
ー
チ
ャ
・
シ
ー
ミ
ー
サ
ッ
プ（
タ
イ
）

の
み
な
さ
ん
で
あ
る
。
ご
記
憶
の
読
者
諸

氏
も
多
か
ろ
う
。
す
べ
て
の
協
力
者
名
を

記
す
に
は
、
こ
れ
も
紙
幅
が
足
り
な
い
。

　

講
座
は
次
第
に
広
く
東
南
ア
ジ
ア
以

外
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
関
心
を
も
呼
び
お

こ
し
、
参
加
希
望
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
が
、
I
M
F
本
部
は
1
9
9
3
年
の

第
18
回
講
座
を
も
っ
て
閉
幕
を
決
め
た
。

お
り
し
も
I
M
F
結
成
1
0
0
周
年
の

年
で
あ
っ
た
。
閉
幕
の
理
由
は
、「
基
礎
訓

練
は
目
的
を
達
し
た
」と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
東
西
冷
戦
構
造
の
崩
壊
で
、
中
東

欧
民
主
化
後
の
旧
I
M
F
加
盟
組
織
の

I
M
F
復
帰
や
新
興
の
民
主
金
属
労
組

の
加
盟
が
相
次
ぎ
、
彼
ら
へ
の
支
援
に
重

点
が
置
か
れ
た
こ
と
も
も
う
一
つ
の
理

由
で
あ
っ
た
。

　

国
別
の
I
M
F
教
育
講
座
も
こ
の
時

期
に
終
了
と
な
り
、
以
後
は
必
要
に
応
じ

て
の
、
実
効
的
な「
組
合
建
設
」
活
動
へ

の
協
力
に
転
換
し
て
い
っ
た
。

ア
ジ
ア
金
属
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

　

講
座
の
閉
幕
は
、
活
発
化
す
る
多
国
籍

企
業
に
対
処
す
べ
く
ア
ジ
ア
地
域
の
金

属
労
組
の
間
に
地
域
レ
ベ
ル
会
合
開
催

の
強
い
要
請
を
呼
び
起
こ
し
た
。
I
M
F

は
、
そ
う
し
た
声
を
多
と
し
つ
つ
も
、
そ

の
た
め
に
は
、
し
か
し
、
正
式
機
関
で
4

年
に
1
度
開
催
の「
I
M
F
ア
ジ
ア
地
域

会
議
」（
既
述
）
が
あ
る
と
し
て
、
こ
れ

と
競
合
す
る
よ
う
な
組
織
の
存
在
は
あ

り
え
ず
、
他
地
域
と
の
バ
ラ
ン
ス
上
も

認
知
し
に
く
い
と
い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
。

I
M
F

－

J
C
は
、
ア
ジ
ア
各
国
金
属

労
組
の
意
を
汲
ん
だ
形
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ヴ
を
と
り
、
そ
れ
ま
で
の
訓
練
講
座
の
知

見
を
踏
ま
え
て
、
ア
ジ
ア
地
域
レ
ベ
ル
の

会
合
を「
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
開
き
、
そ

れ
を
講
座
同
様
、
毎
年
開
催
す
る
こ
と
で

I
M
F
や
I
M
F
ア
ジ
ア
地
域
活
動
を

補
完
し
補
強
す
る
役
割
を
果
た
し
得
る

と
提
言
し
た
。

　

こ
う
し
た
努
力
も
あ
っ
て
、
I
M
F
は

ア
ジ
ア
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
了
承
し

た
。
こ
こ
に
、
A
S
E
A
N
か
ら
規
模
を

拡
大
し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
会
合

と
し
て
、「
ア
ジ
ア
金
属
連
帯
セ
ミ
ナ
ー

（
A
M
S
S
）」
開
催
が
実
現
し
た
の
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
第
1
回
セ
ミ
ナ
ー
は
1
9
9
6

年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
2
 
0
 

0
6
年
、
ハ
ノ
イ
で
の
第
10
回
セ
ミ
ナ
ー

を
も
っ
て
閉
幕
し
た
が
、
セ
ミ
ナ
ー
の
内

容
は
単
な
る
セ
ミ
ナ
ー
で
な
く
、
企
画
さ

れ
た
通
り
I
M
F
活
動
の
補
強
・
推
進
や

ア
ジ
ア
に
お
け
る
金
属
労
組
強
化
や
連

帯
推
進
の
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
か
ら
会
議
へ

格
上
げ

　

そ
の
後
、「
セ
ミ
ナ
ー
」
の
延
長
線
上

で
こ
れ
を「
会
議
」
に
格
上
げ
す
べ
く
、

2
0
0
7
年
7
月
、「
ア
ジ
ア
金
属
労
組

連
絡
会
議（
A
M
L
C
）」立
ち
上
げ
の
た

め
、「
パ
イ
ロ
ッ
ト
会
議
」（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

を
も
っ
て
論
議
が
な
さ
れ
、
2
0
0
8
年

ク
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
の
第
1
回
A

 

M

 
L
 

C
開
催
へ
と
繋
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

折
の
議
題
は「
不
安
定
労
働
へ
の
対
応
」

で
あ
り
、「
ア
ジ
ア
労
働
運
動
の
課
題
と

展
望
」な
ど
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
議
題
を
示
せ
ば
、例
え
ば「
世

界
経
済
危
機
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
労
組
の

対
応
」、「
I
M
F
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ア
ジ
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
展

開
」（
第
2
回
、2
0
0
9
年
バ
ン
コ
ク
）、

「
危
機
へ
の
対
応
」、「
不
安
定
労
働
」、

「
気
候
変
動
」、「
多
国
籍
企
業
労
組
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
」（
第
3
回
、
2
0
1
0

年
ハ
ノ
イ
）、「
G
U
F
統
合
」、「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
」（
第
4
回
、2
0
1
1
年
ソ

ウ
ル
）な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
後
、「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成

へ
の
対
応
」、「
今
後
の
ア
ジ
ア
金
属
労
組

連
絡
会
議
の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
第
5

回
、
2
0
1
2
年
髙
雄
）、「
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
に
お
け
る
強
力
な
労
組
構
築
に

向
け
て
」、「
最
低
賃
金
の
動
向
と
課
題
」

（
第
6
回
、2
0
1
3
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）、

「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
ア
ジ
ア
地
域

大
会
に
向
け
て
」（
第
7
回
、
2
0
1
4

年
ホ
ー
チ
ミ
ン
）、「
第
2
回
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
世
界
大
会
に
向
け
た
課
題
」、

「
2
0
1
5
年
A
S
E
A
N
経
済
共
同
体

創
設
に
向
け
た
組
合
の
役
割
」、「
今
後
の

ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会
議
に
つ
い
て
」
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●金属労協顧問

小島正剛 こじま・せいごう　

６０年ＩＭＦ（国際金属労連）日本事務
所に入職以来、金属労協事務局長代理、
同国際局長、同副議長（国際委員長）（以
上 IMF との兼務）、ＩＭＦ地域代表を
務めるなど国際労働運動一筋。９８年
金属労協顧問に。日本労働ペンクラブ
代表代理他。主要著書「海外労働アラ
カルト」他。

アジアの金属連帯、もう一つの流れ

（
第
8
回
、
2
0
1
5
年
ぺ
タ
リ
ン
ジ
ャ

ヤ
）な
ど
が
議
題
と
な
っ
た
。
こ
の
第
8

回
の
論
議
で
、
今
回
の
第
9
回
を
も
っ
て

閉
幕
と
の
方
向
が
示
唆
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。エ

ピ
ロ
ー
グ
　

　

周
知
の
通
り
、
第
9
回
ア
ジ
ア
金
属
労

組
連
絡
会
議（
A
L
M
C
）
は
、
10
月
の

第
2
回
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
大

会
を
前
に
開
く
最
後
の
会
議
で
も
あ
っ
た
。

引
き
続
き
J
C
M
定
期
大
会
が
予
定
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
の
ベ
ル
ト
ホ
ル
ト
・
フ
ー
バ
ー
会
長（
当

時
）、
ユ
ル
キ
・
ラ
イ
ナ
書
記
長（
当
時
）、

松
崎
寛
部
長
ら
本
部
関
係
者
を
は
じ
め

ア
ジ
ア
の
地
域
事
務
所
代
表
、
日
本
を
は

じ
め
ア
ジ
ア
13
カ
国
地
域
か
ら
約
80
名

参
集
の
も
と
、
既
述
の
通
り「
当
面
す
る

課
題
」を
中
心
に
、
組
織
拡
大
、
不
安
定

雇
用
、
移
住
労
働
、
持
続
可
能
な
産
業
政

策
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
な
ど
に
つ

い
て
報
告
・
論
議
を
深
め
、「
今
後
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
オ
ー
ル
時
代
に
相
応
し
い
新
た

な
開
催
の
枠
組
み
を
求
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
す
る
」
と
の「
結
語
」
を
採
択
し

て
閉
幕
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

思
え
ば
そ
れ
は
I
M
F
東
南
ア
ジ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
訓
練
講
座（
I
M
F

－

S
A
L
T
P
）の
開
始
か
ら
40
周
年
の
節

目
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
開
始
当

初
、
A
S
E
A
N
は
5
カ
国
構
成
で
あ
っ

た
が
、
今
日
10
カ
国
に
拡
大
し
て
い
る
。

そ
し
て
2
0
1
5
年
、
A
S
E
A
N
経
済

共
同
体（
A
E
C
）が
創
設
さ
れ
て
も
い

る
。
こ
の
点
、
第
8
回
会
議
が
、
既
述
し

た
通
り
、
そ
の
対
策
を
討
議
し
て
い
る
の

が
注
目
さ
れ
よ
う
。
今
日
、
公
平
な
域
内

開
発
が
求
め
ら
れ
、
労
働
側
の
結
束
に
よ

る
域
内
格
差
是
正
、
団
体
交
渉
方
式
の
確

立
な
ど
、
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

折
か
ら
、
A
S
E
A
N
労
働
組
合
協
議
会

（
A
T
U
C
）や
産
業
別
の
共
闘
が
必
要

と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
だ
が
、
先
行

組
の
5
カ
国
は
と
も
か
く
、
後
に
加
盟
し

た
5
カ
国
の
運
動
は
必
ず
し
も
自
主
独

立
・
自
由
・
民
主
の
現
代
労
働
組
合
の
基

準
を
充
た
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
統

一
行
動
を
推
進
す
る
に
は
困
難
が
伴
う

の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。そ
う
し
た
状
況
下
、

か
つ
て
の
5
カ
国（
A
S
E
A
N
５
）の

訓
練
講
座
の
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）
は
、
変

遷
す
る
時
代
に
あ
っ
て
も
確
実
に
生
か

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

新
時
代
の
運
動
展
開
を
　

　

そ
う
い
え
ば
、
訓
練
講
座
の
開
始
さ

れ
た
1
9
7
0
年
代
半
ば
は
、
マ
イ
ク
ロ

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
導
入
に
よ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
展
開

の
第
三
次
産
業
革
命
の
足
音
が
聞
こ
え

始
め
た
頃
で
あ
っ
た
か
ら
、
現
在
糸
口
に

あ
る
第
四
次
産
業
革
命
の
到
来
が
、
そ
の

40
年
後
で
あ
る
こ
と
に
も
思
い
が
至
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
各

国
の「
労
働
の
世
界
」、「
労
使
関
係
」や「
労

働
運
動
」が
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

受
け
る
の
か
、
そ
れ
ら
に
ど
う
対
応
す
る

の
か
、
ア
ジ
ア
に
も
強
い
関
心
を
呼
び
起

こ
し
て
い
る
。
人
間
中
心
の
産
業
革
命
は

可
能
な
の
か
。

　

地
域
レ
ベ
ル
の
連
帯
と
い
う
意
味
で
は
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
新
時
代
に
あ
っ

て
も
、
I
M
F
時
代
か
ら
の「
ア
ジ
ア
地

域
会
議
」を
は
じ
め
、そ
の
補
完
的
な「
訓

練
講
座
」、「
セ
ミ
ナ
ー
」、「
連
絡
会
議
」か

ら
な
る
も
う
一
つ
の
流
れ
と
い
っ
た
レ

ガ
シ
ー（
遺
産
）
は
、
ど
う
生
か
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
今
回
再
会
し
た
ア

ジ
ア
か
ら
の
会
議
参
加
者
の
思
い
で
も

あ
っ
た
ろ
う
。

　

I
M
F
が
１
９
９
３
年
、
１
０
０
周
年

記
念
大
会
を
も
っ
て
課
題
別
の
運
動
方

針
と
い
え
る「
大
会
決
議
」か
ら
具
体
的

な
目
標
達
成
型
の「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」の
採
択
・
実
践
に
移
行
し
た
レ

ガ
シ
ー（
遺
産
）
も
ま
た
、
新
時
代
で
生

か
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

既
述
し
た
よ
う
に
、
第
9
回
連
絡
会
議

の
席
上
、
右
に
触
れ
た
ア
ジ
ア
の
金
属
連

帯
の
も
う
一
つ
の
流
れ
に
つ
い
て
報
告

す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
折
筆

者
は
、
報
告
の
始
め
と
終
わ
り
に
そ
れ
ぞ

れ
次
の
よ
う
な
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、レ
ガ
シ
ー
を
意
識
し
つ
つ
、

「
歴
史
と
は
、
現
在
と
過
去
と
の
終
わ
り

な
き
対
話
で
あ
る
。」（
歴
史
学
者
E
・
H
・

カ
ー
）と
の
言
葉
で
始
め
、
未
來
に
向
け

て
は
、「
わ
れ
わ
れ
組
合
活
動
家
に
必
要

な
の
は
ペ
シ
ミ
ズ
ム
で
は
な
く
、オ
プ
テ
ィ

ミ
ズ
ム
で
あ
る
。」（
元
I
M
F
会
長
オ
イ

ゲ
ン
・
ロ
ー
デ
ラ
ー
）と
い
う
フ
レ
ー
ズ

で
結
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。
オ
プ
テ
ィ
ミ

ズ
ム
に
は
血
の
滲
む
よ
う
な
努
力
が
必

要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
後
の

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
勿
論
、
ア
ジ
ア

連
帯
の
、
一
層
の
発
展
を
願
っ
て
や
ま
な

い
。

［
備
考
］本
稿
は
、
第
9
回
ア
ジ
ア
金
属
労
組
連

絡
会
議（
A
L
M
C
）で
行
っ
た
講
演
の
主
題
を

絞
っ
て
書
き
起
こ
し
た
も
の
。
同
趣
旨
の
エ
ッ

セ
イ
は
、J
A
M
誌
10
月
号
に
も
寄
せ
て
い
る
。

（
2
0
1
6
年
10
月
20
日
記
）


